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会 議 要 旨

会議の名称 平成２９年度第１回川越市伝統的建造物群保存地区保存審議会

会議日時
平成２９年１１月２２日（水）

午後２時００分 開会 ・ 午後３時５０分 閉会

開催場所 川越市役所本庁舎 ７階 ７C会議室

議長（会長）氏名 会 長 福川 裕一

出席者（委員）氏名
委 員 可児 一男、野澤 千絵、佐藤 由美子、勝村 直久、

須賀 憲、隈倉 雄二郎、 ７人

欠席者（委員）氏名
委 員 溝尾 良隆、村田 章人、石村 晃龍、栗原 智惠三、

竹澤 穣治 ５人

傍聴者 なし

事務局職員

職 氏名

都市景観課 課 長 大澤 健

副主幹 粕谷 勝

技 師 福田 吉宏

博物館 主 査 平野 寛之

会議次第

１ 開会

２ 挨拶

３ 新任委員紹介

４ 議題

伝統的建造物の特定について

５ 報告事項

平成２８年度国庫補助事業について

(1) 防災計画について

(2) 平成２８年度国庫補助事業について

(3) 平成２９年度国庫補助事業について

・修理事業について

・文化財建造物等を活用した地域活性化事業について

６ その他

７ 閉会
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議 事 の 経 過

１ 開会

２ 挨拶

３ 新任委員紹介

４ 議題

議案第１号 伝統的建造物の特定について

事務局から、伝統的建造物の特定候補である建造物の概要について説明。

【委員からの主な意見、質問及び事務局からの回答】

・建造物の外観が、建築当初より大きく改変されている。特に開口部が改変され

ているが、特定することについて問題はないか。

➥回答：修理の際にもとに戻せるため、問題はない。

・既に伝統的建造物に特定されている建造物で、所有者が開口部の改変を希望し

ている。改変する計画は許可を受けることが難しいと伺っているが、既に改変

された建造物が伝統的建造物に特定されることは、理解し難い。

➥回答：外観が改変されている建造物の特定については、文化財指定の取り扱

いと同様である。その場合、修理を行う段階で、建築当初の形態に復

するという考えのもと、特定することになる。

・角地に建つ重要な建造物であるが、特定のきっかけは何かあったのか。

➥回答：建造物は屋根等が損傷している状況で、所有者は修理を希望している。

また、現在１階の表側のみ店舗活用しているが、門前通り側の奥と２

階も店舗活用を予定している。

➢反対意見がないため、議案のとおり伝統的建造物に特定することについて承認。

５ 報告事項

(1)防災計画について

事務局から、新たな防災計画の策定の背景、計画策定までの取り組みの経過、

計画の概要について説明。また、今後の具体的な防災対策については、地域の皆

様と相談しながら推進していくことについて説明。

今年度の取り組みとして、１１月８日に自治会及び商店街主催で防災訓練を開

催されたことについて報告。

(2)平成２８年度国庫補助事業について

事務局から、修理事業２件について報告。

(3)平成２９年度国庫補助事業について

事務局から、修理事業５件について報告。また、文化財建造物等を活用した地

域活性化事業による川越市蔵造り資料館耐震化工事について報告。
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６ その他

・本審議会可児副会長の埼玉県表彰受賞ついて

・川越町並み委員会の地方自治法施行７０周年記念総務大臣表彰受賞について

・伝統的建造物群保存地区をめぐる諸問題について

７ 閉会


